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オーストラリア・クィーンズランド州

分散型下水道・中水道導入実施可能性調査

１）リプリーバレーの開発概要

出典：野村総研作成資料
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１．本調査の背景

①下水（汚水）幹線の当初計画

開発地域から既存下水処理場までの管きょの新設・更新

と既存下水処理場の拡張（更新） ⇒投資額への懸念

②オーストラリア水事情

2000年代、クィーンズランド州南東部で大規模な干ばつ

人口増加による将来的な水資源確保への懸念

２）背景等

③積水ハウス殿の意向

開発コンセプトである「スマートコミュニティ」「Eco Ripley」に合致する

中水化設備の導入による付加価値向上

出典：野村総研作成資料

⇒総投資額を抑制可能な、排水処理・中水化システムのニーズ

面積
（ｈａ）

想定人口
（人）

想定戸数
（人）

Ripley Valley 開発地域 10,000 120,000
（2051年）

50,000
（2051年）

積水ハウス所有地
(Urban Coreの一部）

194 7,800
（2035年）

3,250
（2035年）



2) 調査における提案コンセプト

1) MSABP： 多段式生物処理装置

２．帝人技術と調査における提案コンセプト

＜特徴＞

①余剰汚泥の発生を大幅抑制 作業工数ダウン

②負荷変動に強い トラブル少ない

③MLSS管理が不要 運転管理が容易

⇒分散型処理に向いた水処理装置

（多拠点に設置しても運転管理が容易）

全地下式 2台
（187m3/日）

<中国瀋陽市 採用事例（5箇所 2600m3/日）>

従来の計画： 長距離管網＋集中処理場

MSABPによる分散処理： 短距離管網＋多拠点処理場

⇒トータルコストを評価いただき、採用された。

半地下式4台
（550m3/日）

<下水処理必要量>

開発区画13箇所の予定入居戸数、および

オーストラリア家庭での水使用量から試算。

⇒ 1,500m3/日

１、MSABPによる汚泥抑制 ⇒ 省エネ

２、MSABPによる分散処理 ⇒ 投資抑制

３、中水活用による水道水削減 ⇒ 水資源保護

1,480

２．工業団地処理場設置案

１．開発地区内処理場設置案

３．検討内容

＜メリット＞

・管きょの建設費用を抑制

・下水道事業への理解促進

（地域融和型施設必要）

＜デメリット＞

・臭気、騒音、景観への配慮

・売却面積縮小

・拡張性低

・用途変更（都市計画）

a)分散処理案(13箇所） b)統合処理案(1箇所）

・開発区画毎に

処理場設置

・排水管きょ、

中水配水設備

の最小化

・機器点数の

削減

・処理場運営

の効率化

＜メリット＞

・臭気、騒音、景観への配慮不要

・売却面積減少無し

・拡張性高

＜デメリット＞

・管きょ、配水設備（中間ﾎﾟﾝﾌﾟ等）

の建設費、維持管理費増

・用途変更（都市計画）

c)初期一括建設案

d)開発段階に応じた処理場拡張案

水
量

m
3
/
日

処理フロー： 前処理 MSABP 凝集沈殿 砂ろ過 MF 中水

ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ 放流

流入水 家庭



処理場
(注1)

管渠、配管
(注2)

合計 運転費 収入
総建設費

(注5)
総収入 差引

百万ﾄﾞﾙ 百万ﾄﾞﾙ 百万ﾄﾞﾙ 百万ﾄﾞﾙ/年 百万ﾄﾞﾙ/年 百万ﾄﾞﾙ 百万ﾄﾞﾙ 百万ﾄﾞﾙ

開発区内設置

a)分散処理案 18 18 0.8 2.2 51 68 17

b)統合処理案 12 7 19 0.4 2.2 40 97 57

工業団地設置

c)初期一括設置案 10 17 27 0.4 2.2 48 99 51

d)処理場拡張案 10 17 27 0.4 2.2 41 100 59

注1　土木建設費を含む
注2　管渠、配管は現地土地開発公社の負担分を計上
注3　運転収支は最終年度、最大水量時を表示
注4　耐用年数が最長である管渠の年数50年をベースに計画完了2028年から50年を想定
注5　管渠50年、機器15年で更新を想定

建設費 運転収支(注3) 2028-78年の(注5)

４．まとめ

＜各検討パターンにおける収支試算結果＞

⇒工業団地設置における処理場拡張案が最も優位性が高い。

⇒現地上下水道事業体と検討継続中。

５．帝人と川崎市の役割

帝 人

分散型下水道・中水道の導入に必要
な下水処理設備と、中水化設備の技
術的検討（システムフロー、水質面）

下水処理・中水化設備の建設費用、
運転費の算出

分散型下水道の管きょ・分散型中水
道の配水設備を含めた全体の費用算
出と採算性の検討

川崎市上下水道局

分散型下水道の管きょ・分散型中水
道の配水設備の建設費用の算出方
法の助言

事業体として汚水処理、雨水排除、水
道供給の観点から助言及び課題出し

地方自治体として都市計画、水質規
制、河川管理等の観点から助言及び
課題出し

＜具体的な支援内容＞

１）提案コンセプトの明確化

２）下水処理・中水化設備の設置場所と

全体計画の提案

３）汚水管きょ・中水配水設備に関する

建設費用算出への助言

４）タイムライン別建設計画への助言

５）プレＦＳ段階で想定される課題出し

＜本調査における帝人の狙い＞

１）豪州市場への参入機会

２）管きょ費用を含む、総合提案としての

価格競争力評価

３）事業体、自治体視点による検証を含めた

トータルソリューションとしての考え方の

理解
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